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12．寺院、危機への対処 
 

髙橋 周太郞 

 

1．はじめに 

2．上町の寺院 

3．課題と対処 

4．考察 

 

1．はじめに 

 私は今回の聞き取り調査のなかで、寺院というものは檀家の生活に密接に関わってい

るが、その関わり方は昔とは変わったということをしばしば耳にした。そこで、寺院と

檀家の関係はどのように変化しているか、そしてそれが現在どのようなかたちになって

いるのか、詳しく知りたいと思った。 

 本章ではまず、聞き取りを行った寺院ごとに、概要から構成組織、年中行事について

述べる。その上で各寺が抱える課題と、その対処について考察する。なお、以下で記述

する内容は、主に各寺院の住職さんへの聞き取りにもとづくものである。 

 

2．上町の寺院 

 上町地区には、浄土真宗の真念寺、善唱寺、徳宝寺、宝樹寺、福正寺、祐願寺、真言

宗の平等寺が存在する。それぞれ、真念寺と善唱寺は神和住、徳宝寺と宝樹寺は上町、

福正寺と祐願寺は合鹿に存在する。また、真言宗の平等寺が、寺分に存在する。 

 この地区周辺の寺は真宗大谷派が多く、地区内の浄土真宗の寺のうち、大谷派でない

のは福正寺と祐願寺だけである。この 2 寺は、真宗大谷派騒動 1)の際に、大谷派から離

れた。 

 またこの地域には、主寺（おもでら）と下寺（したでら）という認識が残っている。そ

れぞれ、善唱寺は真念寺の、宝樹寺は徳宝寺の、祐願寺は福正寺の下寺である。下寺の

住職さんは、主寺のお勤めを手伝う役割などをもっている。また、下寺の門徒は主寺の

門徒に含まれるという認識のようだ。下寺は寺中（じちゅう）ともいい、差別的な名称

であるという認識もある。 

                                                  
1) 「お東騒動」と称される真宗大谷派における対立状況･･･1960 年代の終わり頃から、法主に権

威･権限の集中する教団のあり方をめぐり、激しい意見の対立がみられるようになっていく。真

宗大谷派内部にあって改革派は･･･当時の教団のあり方の改革を訴えた。･･･1962 年 7 月に、「同

朋会運動」が発足して、「真宗同朋会条例」が公布される。･･･改革への動きに対抗して 1978 年

に闡如は･･･「本山・本願寺（東本願寺のこと）は、真宗大谷派から離脱・独立する」という宣

言を行った。･･･この改革に対し保守派は･･･1981 年 6 月 15 日、大谷派における宗憲の改正と

時期を同じくして、東京都知事の認証を得て･･･東京別院東京本願寺を、大谷派から分離独立さ

せる･･･。（Wikipedia「お東騒動」より） 
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 まずはこれらの寺院の概要について、記述していく。 

 

表 1： 各地区の寺院と宗派 

 神和住 上町 合鹿 寺分 

浄土真宗 真念寺 

善唱寺 

徳宝寺 

宝樹寺 

福正寺 

祐願寺 

 

真言宗    平等寺 

（出所：聞き取りにより筆者作成） 

 

2.1 真念寺 

概要 

 真念寺は斉和地区を代表する真宗大谷派の寺院である。同じく神和住に存在する善唱

寺は、真念寺の下寺にあたる。現住職の A さん（神和住、男性、61 歳）は、18 代目の

住職である。「永禄二年（1559）真覚開基である。･･･寺号下附は慶長九年（1604）」（『柳

田村史』1975：1226-1227）である。 

 現在は約 200 戸の門徒を抱える。昭和 60（1985）年頃まで、真念寺が所有する田ん

ぼがあり、これを「ボクデン」と呼んでいた。かつてボクデンの世話は門徒に任されて

いたが、現在では門徒が田んぼを任されるというようなことはない。 

門徒組織 

 真念寺には門徒で構成される門徒会と、組が存在する。門徒会の総代が 3 人、講の組

頭が 21 人おり、21 の組が、持ち回りで報恩講やお彼岸の食事の世話を行う。組頭は、

寺から門徒への連絡を、自分の組に伝える役目を持つ。 

年中行事 

【年頭参り】 

 年のはじめ、正月に門徒が寺にお参りをする。寺は、門徒さんに食事と酒を出しねぎ

らう。 

【春彼岸】 

一般に彼岸会とは、「毎年、春分・秋分を中心に、それぞれ 7 日間にわたり、寺院に

おいて、読経、説教を行う法要をいう。仏教各宗に通じたわが国特有の行事。･･･春秋

二季に、諸天が夜魔天と兜率天の中間にある中陽院に集まり、人間の善悪の業を記録す

るから、悪をつつしみ善を行えといましめ、浄土往生をすすめる」（『真宗新辞典』1983：

415）。 

 真念寺では春彼岸を 3 月 19 日～21 日の期間で行う。門徒の参加はうち 1 日だけで

ある。当番の組が昼食を用意する。12 時に、当番の組が用意した食事をいただき、13

時からお経を読みあげた後、15 時くらいまで法話を聞く。 

【祠堂経】 
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 一般に祠堂経とは、「寺院の年中行事の一。一般に春秋二回営まれる。永代経、永代

祠堂経ともいう。応文の祠堂金を納め、故人の法名をかかげてお紐解の読経を行う。･･･

真宗では、永代に三部経を伝えていく費用の寄進に対する感謝の行事とする」（『真宗新

辞典』1983：220）。 

 真念寺では祠堂経は 6 月の第一週の木曜から日曜にかけて行われる。当番の組は 8 時

に集合し、準備を始める。お参りは 10 時頃から始まる。1 年以内に亡くなった方がお

られるかたは、11 時から供養のお勤めをする。12 時から昼食をとり、13 時から再びお

勤めをする。その後 13 時半から 15 時まで法話を聞く。 

【秋彼岸】 

 秋彼岸は 9 月に行われる。組ではなく、地区の女性が昼食を用意する。お経、法話に

加えて、民話の語りべがある。 

【報恩講】 

 一般に報恩講とは、「祖師の忌日に報恩のために行う仏事。･･･現在･･･大谷派本願寺・

仏光寺・興正寺などでは 11 月 21 日から 18 日までの 7 日間営まれている。なお、末寺

では御正忌より前に予修し、これを引上会、御取越などという」（『真宗新辞典』1983：

440）。  

 報恩講は、本山では 11 月 28 日に行われるが、真念寺では本山と日程が被ることを

さけて、10 月 26、27、28 日に行われる。26 日をお初夜、27 日をお逮夜、28 日を御満

座という。13 時からお勤めをし、13 時半から 15 時まで法話を聞く。説教をする人は、

3 日間通しでよそから招く。 

 

2.2 善唱寺 

概要 

 真宗大谷派の寺院で、真念寺の下寺にあたる。現住職の B さん（神和住、男性、68

歳）は 11 代目である。開基に関しては、『柳田村史』に記述がある。「貞享二年（1685）

九月十六日、開基は善賀である。･･･開基善賀は本坊真念寺の舎弟が下って地中坊とな

ったことに拠って真宗に転じたと見られる」（『柳田村史』1975：1236）。 

 檀家数の減少が激しく、檀家から臨時で金銭を徴収することが一切ない。寄付ならば

受け付けるが、基本的に檀家の金銭的な負担はなくすようにしている。寺の経営も厳し

く、お参りの際の布教師への布施代も賄えないような状態が続いている。行事はかなり

期間が短縮されているという。 

 真念寺と善唱寺の裏手には墓があるが、寺が管理しているわけではない。いまは半分

ほどの墓がたたまれている。現在、寺の後継ぎはおらず、将来、檀家のお墓の管理をす

る人もいなくなってしまうため、永代供養墓の造営を真念寺とともに考えている。昔は、

葬式後に、故人の頭骨を本山に収めることが多かったが、現在はそれを望む人は少ない。

京都の本山でなくとも、金沢の別院に納めることは多かった。 
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門徒組織 

 祠堂経を手伝うお講組のような組織は存在しない。行事でお斎（とき）を作る際には、

人を雇っている。1 日あたり 5 人ほどを雇う。檀家の人数の減少により、檀家が行事を

手伝うことが難しいためである。 

行事 

【おときはじめ】 

 年のはじめに、住職が門徒の家に出向き、門徒の家でお参りをする。近年は勤められ

ない家が増えている。 

【祠堂経】 

 善唱寺では 6 月第一週の木曜日から日曜日にかけて行う。人を雇い、お斎をつくって

もらっている。祠堂経の際の収入が減少していることもあり、祠堂経の収支は赤字であ

る。かつてこのあたりは交通の便が悪く、祠堂経などの行事の際には、寺がお斎を用意

しないと、お参りに来ることが難しいという背景があった。現在は交通の便がよくなっ

たのと、そもそも参りする人が少なくなっているので、お斎を廃止した寺も多いそうで

ある。講や祠堂経などの行事の際には、現在も檀家さんからの届け物がくるが、お参り

に来るひとは少ない。お斎の材料も、基本的に寺が用意する。檀家さんからの材料の提

供は、少しではあるが、現在もある。 

【彼岸】 

 以前は、彼岸の期間中は、毎日お参りに来る人が一定数存在していた。 近は、その

ような人がいなくなっている。多くの人はろうそく代を出すだけで、寺にお参りには来

ることはないという。 

【報恩講】 

 現在報恩講は 10 月 26～28 日の間に行われる。かつては、善唱寺に 100 人以上の人

が訪れ、出店も出た。食事は昼、夜、初夜の朝で作る当番が決まっていた。期間も 10 日

間と長く、布教師さんは、そのあいだ泊りで、法話をし続けた。現在は期間が短くなっ

ており、3 日間のみ行う。 

【お取越】 

 お取越とは、「真宗門徒の年中行事のうち 大の仏事である。在家における報恩講の

別称で、地域によって異なるが、11 月から 12 月までの期間に修される。手次寺の寺僧

が訪問し、如来・聖人の恩徳を謝して勤行し、お斎を供する。しかしながら、実際には

年忌などを兼ねる場合が多く、先祖供養の意味合いが濃厚である。その他、地域によっ

ては、御講やお座において、お取越が修される場合もある」（『真宗新辞典』1983：63）。 

 一般的には、親鸞の命日である 11 月 28 日よりも早い日程で、取り越して勤めるこ

とから、お取り越しという。善唱寺では年末に行う。 

 

2.3 徳宝寺 
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概要 

 徳宝寺は上町に存在する真宗大谷派の寺院である。下寺は同じく上町に存在する宝樹

寺で、門徒数は約 270 人である。約 300 年前、当時、天坂にあった徳宝寺が燃え、現

在の場所に再建された。そのときに、歴史資料も消失し、詳しい由緒などはわからなく

なってしまっている。『柳田村史』に記述がある。「永禄三年（1560）棟慶の改宗により

佐野にて開基…天正十年（1582）五郎左エ門分村（柳田村字天坂横山地）に移転してい

る」（『柳田村史』1975：1227）。「寛永元年（1624）火災により天坂から現在地本江（郷）

に移転している。更に「安政七年（1860）三月十六日徳宝寺本堂消失、同年同月二十四

日庫裡消失、同年六月四日さらに仮小屋消失、不振事なり。云々」（正願寺古文書記載）

とある」（『柳田村史』1975：1226）。現住職である C さん（上町、男性、48 歳）の祖

先が、その頃からお寺を管理していたことは確かである。移転前は、宝樹寺とは別の下

寺があったらしい。 

 現在、寺の維持費の三分の一は、住職が負担している。昔は全額、布施で賄っていた。

門徒側の負担が増加したことが原因である。 

門徒組織 

 寺の行事のときには、檀家の女性で組織したグループで料理を作る。 

大谷婦人会 

 徳宝寺の組織ではないが、徳宝寺の檀家が参加しているため、記述しておく。大谷婦

人会とは、真宗大谷派の檀家の女性が参加する会である。地域ごとに教区が設定されて

おり、徳宝寺周辺は能登教区である。会費は一戸 500 円。一年のうちに亡くなった会員

の法要や、温泉地での開法会などを行っている。法要では、本山からの弔辞が読まれる。

「花すみれ」という冊子を毎月出版している。 

年中行事 

【講】 

 1 月のお講はじめ（オハジメ）、3 月の春彼岸、9 月の秋彼岸、他に 6 月と 8 月に一回

ずつ、計五回行われる。お勤めと法話の後に、門徒が作ったお斎をいただく。 

【おときはじめ】 

 門徒宅での共同飲食を伴う一年の 初の仏事をいう。1 月 6 日、お講はじめのすぐあ

とに行う。門徒への新年の挨拶を兼ねている。斎とは、行事の際に出される食事のこと

であるが、もともとは、仏事や節の日のことも指す言葉であった。「ときはじめ」とは、

一年の斎のはじめ、という意味である。「ときはじめ」は「説きはじめ」とも書く。 

【祠堂経】 

 かつて、門徒さんが持ってくるお米は、重要な収入源であった。 

【お取越し】 

 10 月第一木曜日から日曜にかけて 4 日間行われる。前住職の代には、8 月に行われ

ていた。徳宝寺の在所である上町以外にも檀家がおり、報恩講などの行事の当番は、在
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所ごとに分かれた班で、持ち回りで行う。朝 8 時から檀家の家を回りはじめ、午前中に

は終える。 

【金剛御講】 

 親鸞聖人の命日である 11 月 28 日前後に行われるお講。以前は、嫁に行った娘や、孫

を実家に呼び寄せて家族で寺にお参りする檀家が多かった。里帰りの口実という側面も

あったようである。現在、徳宝寺では行っていない。 

【御祟敬】 

 能登教区八組に属する寺は、数十年に 1 度、歓喜光院（乗如）の絵像を寺にかけ、お

勤めする。羽咋、富来、七尾などでは盛んに行われているが、現在、徳宝寺で行ってい

ない。 

 

2.4 宝樹寺 

概要 

 宝樹寺は徳宝寺の下寺である。現住職の D さん（上町、男性、74 歳）の祖先が、徳

宝寺の手伝いをしていたのが、大正 5（1916）年頃に寺号が与えられたことで宝樹寺と

なった。『柳田村史』にも記述がある。「当寺は元宝従寺と称し、徳川中期徳宝寺寺附家

来三右エ門（井下家）から初代賢誠が明治初年より役僧に上ったことに始まる。その二

代目賢栄の晴勤が徳宝寺第十六世義秀及び第十七世嘉秀に認められ、昭和 23（1948）

年寺号も宝樹寺と改めて、その下附が許可せらるに到った」（『柳田村史』1975：1239）。 

 前住職は、兼職で教師をしていた。現住職もかつて兼職で、定年まで森林組合に勤め

ていた。現住職のご子息も、役場で働きながら、寺の仕事に関わっている。現在、寺の

維持費として、檀家さん 1 軒につき 3,000 円をいただいているが、過疎化の影響で経営

が厳しい。お盆、彼岸の墓参りは行っていない。 

門徒組織 

 全部で 15～6 組のお講組がある。かつては 20 組ほどが存在し、各組の人数も多かっ

た。お講組の人数の減少に伴い、お講の回数が減少し、年 6 回となった。講の時にはお

斎を作るほか、年に一回仏具を磨くのが仕事である。 

年中行事 

 宝樹寺の年中行事は基本的に徳宝寺と同様であるが、見真大師の御講だけは、徳宝寺

は行わず、宝樹寺が行っている。 

【見真大師の御講】 

 見真大師とは、親鸞のことを指す。親鸞への報恩を目的とするお講を、見真大師の御

講という。宝樹寺ではかつて年 3 回行っていたが、現在は 10 月に 1 回行うのみである。

かつては法話のあと、お斎でもてなしていたが、御講の回数を減らした際に、お斎のも

てなしもなくなった。これは、お講組の人数の減少が原因である。 

 



109 
 

2.5 福正寺 

概要 

 福正寺は、合鹿の真宗離脱派の寺院である。地区内では、檀家数が も多い寺である。

『柳田村史』（1975：1225-1226）には、「当村 古の真宗寺院で明応三年（1494）僧道

正の開基である。･･･寺号下附も当村では も古く慶長七年（1602）である。･･･能登で

の大坊である」とある。 

 下寺の祐願寺とともに真宗離脱派に属する。福正寺は能登の四ヶ寺という、10 月に

行われる本山の報恩講を手伝う役割を持つ寺である。そのため、福正寺の報恩講は時期

を「引き上げて」行われる。本尊は火の神で、近在の八幡神社の祭りの本尊と同じもの

である。かつては、祭りの神輿が福正寺にお参りしていた。2016 年 8 月 28 日には稚児

行列が行われた。これは十年に一度ほどの頻度で、特に大きな行事があるときに行われ

る。今回は、住職の交代や、前坊守の一周忌。現住職の母の 7 回忌が重なった。参加す

る子供は 2～30 人ほどであるが、昔と比べれば、かなり人数が少なくなったそうだ。多

くのお墓を管理しており、盆には多くの人が訪れる。かつて、雅楽は門徒に楽器が割り

当てられ、演奏していた。現在は、有志で演奏を行っている。 近は、福正寺を訪れる

外国人が月に 2～3 組あるそうだ。これは、東京の旅行業者が、日本の寺巡りというテ

ーマで、福正寺を推薦しているためである。 

門徒組織 

【御講組】 

 講のときなどに、食事を作る。いくつかの班で、持ち回りで行う。 

【総代】 

 門徒の代表として、門徒の中から選ばれる。昔は総代は存在せず、門徒の代表といえ

ば、檀頭であった。壇頭は、代々同じ家がつとめ、また檀頭は地主でもあり、行事の際

には大きな支出を担っていた。 

【世話役】 

 正月の年頭参りのときに、玄関先で門徒に飯や燗酒を配るなどの雑事を担当する。 

年中行事 

【年頭参り】 

 正月に、門徒が福正寺に年頭参りにやってくる。門徒さんに正月用の御膳と酒を出し、

新年の挨拶をする。燗酒にはねぎらいの意味がある。だいたい 9 時頃から門徒さんが集

まり始める。 

【修正会】 

 年頭参りの前に、福正寺の家の人が寺に集まり、お参りし、杯をまわす。年頭参りの

前に行う。 

【春彼岸】 

 福正寺では 3 月に行われる。 
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【報恩講】 

 福正寺の報恩講は 8 月に行われる。この報恩講を、引上報恩講、または引上会（いん

じょうえ）という。かつては 7 日間行われたが、いまは 4 日間に期間が短縮されている。

昔は出店が出るなど、多くの人でにぎわっていた。 

【講】 

 かつては月に 2 度、毎月 24 日と 27 日に行われていた。24 日は蓮如上人の、28 日は

親鸞聖人の命日にあたる。現在、行っているのは年に 7 回のみで、講と他の行事をまと

めて行っている。 

【祠堂経】 

 亡くなった歴代の門徒の法名の掛軸を本尊の正面に飾り、お参りする行事。永代経と

もいう。本来は 30 日間行うものであるが、現在、福正寺では 2～3 日のみ行う。6 月の

祠堂経は、踊りはじめ、といって、踊る。 

【盆】 

 7 月の盆には多くの人が泊りがけでおとずれる。墓に参りする目的である。かつて参

り客には、接待として赤飯と漬物を出していた。現在その食事は、仕出しで賄っている。 

【秋彼岸】 

 福正寺では 9 月に行われる。 

 

2.6 祐願寺 

 祐願寺は福正寺の下寺である。「当時に就いては福正寺開基当初から家来として入村

したという説と、仰西寺から分寺入村した福正寺の招請当時の部落有力者であって、の

ち寺附家来となり、地中坊に取立てられたと云う二説がある。･･･福正寺開基からの･･･

典型的地中坊である。」「寺号許可は天和三年（1683）三月九日で開基は南慶である。」

（『柳田村史』1975：1235） 

 今回の調査では聞き取りを行っていない。 

 

2.7 平等寺 

概要 

 平等字は今回の調査のなかで、唯一の真言宗の寺院である。寺分に存在する。10 世

紀頃に上町の菅原神社の宮寺として和住台に建てられ、16 世紀後半に現在の場所に移

った。これは、上杉家の勢力に追われたためといわれている。『柳田村史』にも記述が

ある。「和住山 平等寺 高野山真言宗 寺格 三等各院（旧） 天正十一年（1583 年）

応清法印に依って現在地寺分に移転し再興されている。これは正しく再興であって寺伝

には上杉勢の兵火による転退とつたえている。和住山の山号が示す如く旧寺屋敷は上町

和住にあり、和住は古本道（三井-当目-中斉-和住-万敷-小木又-すずみ街道）沿いの市場

跡と云われ、十世紀中葉（958 年頃）栄えたところである。中正路・神主田・市姫等荘
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園制の統治に形成された頃の地名が多いところからみておそらく平等寺も領家鎮守の

宮寺として開創されたものであろう。･･･開基に応清法印を挙げているが、上述のこと

からして応清は再興の法印であり、開基は不詳と云わざるを得ない」（『柳田村史』1975：

1222-1223）。本尊は、聖観世音菩薩。鎌倉時代初期に作られたもので、町指定文化財と

なっている。 

 昭和 63（1988）年から、平成元（1989）年にかけて、130 種類、4,000 株のアジサ

イを植え、「あじさい寺」を名乗るようになった。当時能登になかったあじさいを植え

たことで、多くの人が訪れるようになった。庭に置かれた十三仏も、そのときに建てた

ものである。ウェブサイトを立ち上げ、宣伝を行ったことで、若い人の観光客も増えて

きた。また、お寺の開放と、地域の活性化を目的として、能登のいくつかの寺と協同で

能登花の会を結成した。能登の 12 の寺を花の寺として紹介し、スタンプラリーで辿る、

能登花の寺十二寺巡りというキャンペーンを行っている。あじさいの植林以外にも、紅

葉や桜の植林や、さらに人を呼び込むためのいくつかの行事を行っている。それらの行

事は、年中行事とは別個に記述する。 

門徒組織 

 総代 3 名、責任役員 3 名（うち 1 人は総代と兼任）、その下の講頭 10 名で構成され

る役員会がある。役員会では、新しい住職の選定などの重要事項について、合議制で話

し合われる。毎年 6 月 25 日の祠堂法要の前に集会を行っているほか、特別な案件があ

るときには、集会を行う。責任役員は、檀徒総代、法類、住職からそれぞれ一人ずつ出

され、任期は 5 年である。責任役員のうち一人は、代表役員がつとめる。檀徒総代は、

住職に次ぐ重要な役割で、檀家の中から 3 人が選ばれる。任期は 5 年である。檀徒総代

のうち一人は、責任役員となる。住職は、法類（同宗同派の寺）のなかから決められる。

法類は現在、平等寺を含めて 8 つある。これらの制度は、昭和 28（1953）年に制定さ

れた、平等寺の寺院規則で定められている。 

 講の食事の用意などをする「お講組」が存在しているが、現在は活動していない。10

組のお講組があり、お講頭がそれぞれ 1 人ずつおかれている。お講頭に任期はない。お

講組は、町内の区分とほぼ同様に決められ、1 組 5 軒ほどの家で構成される。昭和 40

（1965）年ほどまでは活動しており、お講の度に、40～50 人分の食事を用意した。後

述の太子講のときには、寺の座敷は多くの人でにぎわい、文化の発信地としての役割を

果たしていたそうだ。現在でも、祠堂法要の際には、ボランティアというかたちで、檀

家さんが手伝いに来る。祠堂法要以外の行事では、食事は基本的に寺が用意している。 

年中行事 

【トキハジメ】 

 1 月 2 日～15 日の間に、住職が檀家の家の仏壇にお参りする。浄土真宗のものと同

様のものである。 

【祠堂法要】 
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 先祖を祀るための法要で 6 月第三日曜日に開催され、平等寺の檀家ではない人も含め

7～80 人が参加する。檀家がボランティアという形で食事を用意し、それが寺でふるま

われる。 

【新盆】 

 8 月 13 日～15 日の間、住職がその年に亡くなった人の家に出向いて供養を行う。 

【送り盆】 

 8 月中旬に先祖供養のため、灯篭まつりを行う。多くの人が訪れ、多いときには 350

本ほどのろうそくが灯される。 

【太子講】 

平等寺では、かつて毎月お講が行われていた。その際には、お講組が料理を作るなど

の接待をした。現在はお講の回数は減らされており、お講組の活動もない。 

イベント 

【さくら祭り】（4 月下旬） 

 あじさいや紅葉のない、春にも人を呼び込む目的で、1991 年頃に桜が植えられた。

100 本ほどのさくらを楽しむ祭りである。 

【あじさい花灯り回廊イベント】（6 月下旬から 7 月上旬） 

 夕方から境内に多数のろうそくをともし、あじさいの回廊を演出する。屋台も出てお

り、地元の人だけでなく観光客も訪れる。平成 20（2008）年から、県の事業として始

まった。補助金をもらって運営しており、寺の負担は少ない。 

【もみじ祭り】（11 月上旬） 

 2010 年頃から、あじさいのシーズンが終わったあとも人が来てほしいということで、

200 本ほどの紅葉を植えた。夜間はライトアップをしており、年々観光客も増えてきて

いる。大根供養も同時に行われ、大根がふるまわれる。大根供養とは、現世利益の仏の

聖天さまを祀る行事で、聖天さまの好物の大根が供えられる。その後、お供えした大根

は、参加者でいただく。 

【写経会】 

 1 月と 2 月を除き、毎月 21 日に行っている。参加者は 30 人ほどで、その多くは能登

町や輪島、珠洲から訪れる。 

 

3．課題と対処 

各寺には課題がいくつかある。寺の経営難、檀家の負担、無縁墓の増加、門徒の減少、

それに伴う行事の減少・消滅、コミュニティの消失などである。これらは、全国の過疎

化や高齢化が進む地域が共通して抱える問題である。以下では、危機の具体的な内容に

ついて述べる。 

 

3.1 寺の経営難、檀家の負担の増加 
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 これは、程度の差はあるが、どの寺にも言えることである。過疎化に伴って門徒数が

減少し、寺の収入も減少している。門徒からのもらいものも減っている。檀家数が減っ

たということは、寺の補修費などの臨時の費用が賄えないだけではなく、節々の年中行

事に参加する人が減り、その際の収入が減っているということでもある。年中行事を行

うためには、さまざまな機材と、運営のための人出が不可欠である。檀家が著しく減少

する以前は、檀家が寺にお参りし、そのときに掛軸代などを支払った。それを行事の経

費に充てることで、寺の経営が成り立っていた。また、かつて行事の運営は、檀家によ

って構成される組織が無償で行うのが当たり前であった。御講組などと呼ばれるその組

織は、現在は機能していないか、存在しない寺が多い。これも、檀家の減少によって、

御講組がその役割を果たせなくなったことが大きい。運営費の減少、御講組の機能低下

といった状況をうけて、各寺の年中行事を行う期間が短縮された。 

 このように年中行事の期間を短縮しても、各寺が置かれた状況は厳しい。現在、御講

の斎は、檀家のボランティアが作っているところが多い。中には斎を作る人を雇い、手

間賃を渡さなければならない寺もある。また、お斎の材料を寺が用意するようになった

寺もある。寺の補修などの、臨時の費用に関しては、寺の住職がある程度負担している

ところが多い。そのような費用は、かつては、檀家のお布施という形で、全額を賄うこ

とができていた。現在の状況下で、それらの費用を檀家のお布施だけで賄おうとすれば、

檀家が負担する額は大きなものとなってしまう。それは避けねばならないということで、

住職が自腹を割いているところもある。 

 特に檀家数が少ない寺では、住職の負担が大きい。下寺の住職は、兼職であることは

珍しくない。檀家と寺、どちらかも重い負担を強いられるのが、現在のお寺の経営の状

況である。 

 講や盆では、かつてどこの寺もにぎわったが、現在は参りする人が減少している。講

や盆の場で人が集まり、話をすることが、地域の文化の面で重要であったと考えられる。

寺の行事が縮小、または消滅したことで、そのような文化発信の場も消えつつある。 

 また、かつて、寺では、勉強会などのあつまりが積極的に行われていたが、今ではそ

の多くが行われなくなっている。かつては仏事を口実に、娘や孫を里帰りさせる、とい

う側面もあった。 

現在寺院が取っている具体的な対策を以下に述べる。 

 

3.2 戒名の廃止 

戒名をつけない 戒名というシステムが、檀家が必要以上にお金を払っている多くの

要因のうちの一つであるという（善唱寺ご住職）。 

真言宗の平等寺は、より多くのひとにお参りしてもらうために、寺の価値を向上させ、

活発に行事を立ち上げていた。寺に人が来るようにと、あじさい、紅葉、桜を植え、能

登花の会を立ち上げた。写経会や大根供養などのイベントも活発に行っている。 
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徳宝寺では、かつて補修費などは檀家の布施ですべてをまかなっていたが、現在は、

住職が三分の一ほどを負担している。善唱寺では、補修費は、基本的に住職が負担して

いる。 

 

3.3 観光収入の確保 

 平等寺では、より多くのひとにお参りをしてもらうために、さまざまな取り組みをし

ている。昭和 63（1988）年からのあじさいの栽培、その後のもみじやさくらの植生、

能登花の会や、季節ごとのざまざまなイベントなど。若い人にもお寺を解放し、地域も

活性化を目指す。観光名所としての価値づくりに力を入れている。 

 

3.4 墓じまい・無縁墓 

 福正寺は現在も多くの墓を持ち、比較的多くの参り客が訪れる。一方、真念寺・善唱

寺の檀家のなかでは、地区内の空き家の増加に伴い、墓じまい（墓を撤去、処分するこ

と）をする人が増えている。世話をする人がいない無縁仏も同様に増えている。上町に

は共同墓地があるが、徳宝寺はその管理にかかわっていない。その共同墓地は、世話す

る人が減り、無縁墓も増えている。 

 このような状況を受けて、善唱寺・真念寺の両住職が合葬という制度の導入を検討し

ている。合葬とは、寺に大きな共同墓を作り、そこにだれでも納骨することができるよ

うにする葬儀のやり方である。合葬における共同墓は、無縁仏とは異なった墓の形態で

ある。一つの墓に檀家が一緒に納められる。ここでは檀家に差別がなく、したがって戒

名や位牌など、金銭によって差が出るものも必要ない。共同墓がお参りされることで、

そこに入っている全員が供養される。これは、浄土真宗の本来の考え方にも合致すると

いう。（そもそも、真宗では墓を重視しないそうである。かつて真宗では伝統的に土葬

が多く、墓は単なる目印という認識もあった。）さらに、能登では元来、骨は土に返す

という考えかたがあり、土葬が多く行われていたという背景もある。 

 平等寺では、近年の過疎などの影響で墓の世話ができないひとが増えてきていること

をうけて、2001 年頃に永代供養墓を作った。これは、共同の墓にお骨を入れ、寺が全

面的に墓を管理するもので、通常の墓よりも格段に低価格である。 

 

4．考察 

 墓の世話をする人が減っている現在、墓の管理に手間がかからないことが望ましいと

考えられる。その意味では、真念寺、善唱寺で検討されている共同墓、合葬という形態

は、現状に適していると言えそうである。また、合葬にはお金がかからないという特徴

がある。これは、故人に高額な戒名などをつけないことによる。檀家の負担が増加して

いる現在において、金銭的な負担が減少するのは望ましいことのように思える。合葬は、

善唱寺、真念寺の檀家に限らず、家や墓を継ぎ、管理する人が減っていく地域に適して
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いると考えられる。 

 

  


